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持続可能な開発のための教育（ESD)に必要な要素とは 
～西伊豆町における量的調査を例として～ 
 
岩田 耕平 
 
１.目的 
 本論文の目的は、一度進学によって故郷を離れた人が再び故郷に戻りたいと思う、つまり、U
ターンしたいと思う意識・理由・経緯を明らかにすること。尚、本論文では、経緯を Uターンし
たいと思うに至るまでに体験した ESD（持続可能な開発のための教育）の取組とする。そして、
その結果を元に、重点的に実施すべき ESD の取組及び、新たに考えられる ESDの取組を西伊豆町
に提言し、ESDに必要な要素を明らかにすることである。 
 
２.研究の背景・方法 
 研究の背景として、筆者は学部 3 年次の 8月に立教大学 ESD 研究所のプロジェクトである「対
馬アクションリサーチ合宿」に参加し、同研究所所長の阿部治教授と学生 2 人と共に 5日間長崎
県対馬市に滞在した。また、同年 8月に所属する阿部治ゼミのゼミ合宿として、5 日間北海道羅
臼町に滞在した。 
 対馬市と羅臼町は、2016 年度に立教大学 ESD 研究所が ESD 研究連携に関する覚書を締結した
3 ヶ所の自治体のうちの 2ヶ所である。そのため、残りの 1ヶ所である静岡県西伊豆町にも興味
を持ち、本論文の研究の調査地とした。 
 上記 2 回の合宿をきっかけに、ESD を通じた地域創生に興味を持ち、本論文のテーマとした。
その中でも、地域創生を進めていくうえでの主な課題 9 つ（阿部 2017）のうちの 1つである東
京一極集中の是正・地方回帰（I・Uターン）に注目し、特に進学によって故郷を離れた人の地方
回帰（Uターン）に焦点を当て研究をすることにした。 
 研究方法は、①西伊豆町役場の職員である長島司氏（元まちづくり課主幹兼企画調整係長、現
防災課長兼防災監）へのインタビューを実施し、これまでに行われた ESDの取組の“ねらい”を
聞く。②西伊豆町の多くの子どもたちが通う静岡県立松崎高等学校（以下、松崎高校）の 3年生
全員を対象にアンケート調査を実施し、統計解析によって U ターン意識が高い生徒が過去に参
加した ESDの取組を明らかにする。また、西伊豆町在住の生徒と、隣町である松崎町在住の生徒
の U ターン意識を比較し、ESDの取組を行っている地域と ESDの取組を行っていない地域では U
ターン意識に差がつくかどうかも明らかにする。 
 上記の①及び②を実施したうえで、Uターン意識が高い生徒が過去に参加した ESDの取組とそ
の取組の“ねらい”を照らし合わせ、Uターン意識に効果的に結びつく教育（ESD）の明確化を目
指すと共に、そこから新たに考えられる ESDの取組を検討する。そして、Uターン意識に効果的
に結びつく教育（ESD）の中で、キーワードとなるものを ESD に必要な要素としてまとめる。 
 
３.インタビュー調査 
 西伊豆町におけるこれまでの ESD の取組は、西伊豆町 ESD推進計画書の 10ページ～17 ページ
に記されている。その中から、筆者が分析のために 51 個の取組を取り上げた。ESD の取組の左
側に記載した数字は、西伊豆町 ESD 推進計画書に記載されていた順番に筆者が付けたものであ
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る（表 1）。尚、ESD の取組の右隣のカッコ内は実施団体名である。また、2018 年 10 月 24 日、
西伊豆町役場職員の長島司氏にインタビューを行った際、筆者が取り上げた取組を、長島氏に
“ねらい”別に分類してもらった。その分類は表 1 の通りであり、詳しい内容は以下の通りであ
る。 
 Aグループは、西豆学（地元学）として、職業と地域を知ってもらうことが目的。進路選択に
影響を与える取組であり、将来的に地元に帰ってきてほしいという願いも込めているそうだ。 
 B グループは、学校における総合学習として、地域の自然や歴史を学んでもらうことが目的。
「ぼんやりと地元を知ってもらうイメージ」だそうだ。 
 Cグループは、自然体験プログラムとして、地域の自然の豊かさを子ども達に伝えることが目
的。B グループにも自然体験プログラムが含まれているが、B グループの取組は、学校教育の一
環として行っているため、生徒からすると受動的に参加している。それに対して、C グループの
取組は、「自然と親しむ会」という団体が実施しているため、Cグループの取組に参加した生徒
は、能動的に参加したという大きな違いがある。 
 D グループは、郷土芸能を伝承し、地域の伝統や歴史を次の世代に伝えることが目的。D グル
ープの取組は、各地区のお祭りや行事に参加することによって、地域の歴史を知り、地域の人と
接することができる。 
 E グループは、地域の文化や歴史を残すために、過去の伝統を子ども達に伝えることが目的。
E グループの取組は、地域の問題を行政と一緒に解決するために設立された「まちづくり協議会」
という団体が実施している。Dグループと Eグループ共に、伝統・文化・歴史にかかわっている
点で類似しているが、衰退した伝統を復活させ、町の魅力を引き上げようとしている点で Dグル
ープとは異なる。 
 
表 1 西伊豆町における ESDの取組の“ねらい”別分類 
A 
2 西豆を体験しよう （賀茂中） 
1
8 
職場体験実習 （松崎高校） 
3
0 
職場体験 （賀茂中） 
4
6 
西豆学合同発表会 （松崎高校） 
4
8 
中高ジオパーク学習会 （松崎高校） 
B 
3 町探検、乗船体験（安良里～宇久須） （賀茂小２年） 
4 海岸清掃、アサリ復活プロジェクトに関する調べ （賀茂小４年） 
6 千年の森見学 （仁科小３年） 
7 クリスタルビーチで砂遊び （賀茂小１年） 
8 宇久須川上流での川遊び （賀茂小１年） 
9 ふるさと探し （賀茂小３年） 
1
3 
ジオ学習 （仁科小６年） 
1
9 
櫓漕ぎ大会 （田子小） 
2
4 
企業（三角屋水産）見学 （仁科小５年） 
2
5 
ふるさとの素晴らしさを探求し情報発信（CM) （賀茂小５年） 
2
6 
ジオガガイド学習 （賀茂小５年） 
3
1 
調査体験学習 （賀茂中） 
3
2 
鮎釣り（自然クラブ） （仁科小） 
3
6 
安城岬公園の自然観察・植物採集（自然クラブ） （仁科小） 
3
7 
ふるさと（仁科・堂ヶ島・沢田）の宝探し （仁科小３年） 
3
8 
企業（佐野製麺）見学 （仁科小５年） 
3
9 
秋見つけ（ドングリ拾い） （賀茂小２年） 
4
0 
松の再生プロジェクトに関する調べ （賀茂小４年） 
4
1 
３校合同の伊豆半島ジオ学習 （仁科・田子・賀茂小） 
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5
0 
ガラス工芸体験 （各小中学校） 
5
1 
総合的な学習（郷土学習） （賀茂小） 
C 
5 海の生き物の観察（浮島海岸） （自然と親しむ会） 
1
2 
海の生き物の観察（萩谷海岸） （自然と親しむ会） 
1
7 
小富士・幻の滝に挑戦して富士山を知る （自然と親しむ会） 
2
9 
川の生き物の観察（那賀川（大沢）） （自然と親しむ会） 
3
5 
海の生き物の観察（根合海岸） （自然と親しむ会） 
4
3 
天神社のスダジイ・音無川の観察（宮ケ原） （自然と親しむ会） 
4
5 
樹木と人間との関わり ジオ（安城岬） （自然と親しむ会） 
D 
1
0 
天皇祭（子供太鼓） （安良里自治会） 
1
1 
地区内清掃 （安良里自治会） 
4 
屋台の太鼓、笛の練習 （田子南部連合区） 
2
0 
安良里夏祭り（盆踊り、浜施餓鬼） （安良里自治会） 
4
2 
多爾夜神社祭典（子供太鼓・猿舞） （安良里自治会） 
E 
1
5 
清掃活動（堂ヶ島火祭り） （まちづくり協議会）（仁科地区） 
2
7 
甘茶づくり体験 （まちづくり協議会）（仁科地区） 
2
8 
夕陽展望所での夕陽案内 （西伊豆町夕陽ボランティア）（田子地区） 
1
6 
アカテガニ放仔観察会 （まちづくり協議会）（安良里地区） 
2
1 
漁船ナイトサファリ （まちづくり協議会）（安良里地区） 
2
2 
サンマ船見学会 （まちづくり協議会）（安良里地区） 
4
4 
環境美化活動 （まちづくり協議会）（安良里地区） 
9 
ふるさと安良里再発見 （まちづくり協議会）（安良里地区） 
2
3 
まちおこし横丁夏祭り （まちづくり協議会）（宇久須地区） 
3 
子供会秋祭り支援 （まちづくり協議会）（宇久須地区） 
4 
グラウンドゴルフまつり （まちづくり協議会）（宇久須地区） 
7 
黄金崎松の再生プロジェクト （まちづくり協議会）（宇久須地区） 
5
2 
休耕田再生事業 （まちづくり協議会）（宇久須地区） 
 
４.アンケート調査 
 
４－１．データの回収・分析 
 本論文で用いるデータは、2018年 10月に実施した、松崎高校の 3年生全員を対象としたアン
ケート調査で得られたものである。調査票の回収数は 96 人（回収率は 97.0%）である。 
 はじめに、「地域創生にとって最も重要なことは地域への誇りの回復」（阿部 2017）という観
点からデータを分析したい。「地元に魅力を感じているダミー」と「進学後 Uターン希望ダミー」
を用いて二項ロジスティック回帰による分析を行った結果が表 2 である。二項ロジスティック
回帰分析とは、説明変数（ここでは地元に魅力を感じているダミー）が「0（=あまり思わない・
全く思わない）」ではなく、「1（=とても思う・少し思う）」であることが、被説明変数（ここ
では進学後 Uターン希望ダミー）が「0（=住まないつもり）」ではなく「1（=住みたい・いつか
は住みたい）」になることにどう影響を及ぼすかを数値として判断することができるものである。
偏回帰係数 Bの符号から、被説明変数に対する相関の正負がわかる。つまり、地元に魅力を感じ
ているダミーの偏回帰係数 B の値が 1.609 であったことから、進学後 U ターン希望ダミーに対
して正の相関があることがわかる。 
 次に、実際にどのような ESDの取組を体験したら Uターン意識が高まるのかを分析したい。西
伊豆町における ESDの取組のダミー変数をそれぞれ独立変数、「進学後 U ターン希望ダミー」を
被説明変数として、二項ロジスティック回帰を用いて分析する。偏回帰係数 Bの数値がプラスで
あるものを○、マイナスであるものを×としてまとめたものが表 3である。西伊豆町と記載した
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枠は、西伊豆町に住んでいる生徒に限定して二項ロジスティック回帰を行った結果である。○と
×の 2つでまとめた理由としては、データの母数が少ないことから、数値の大小で分析するより
も、プラスかマイナスかで分析をしたほうが研究としての結果を出すことができると判断した
ためである。尚、「―」は、偏回帰係数 Bが 0、つまり、影響がプラスマイナス 0のものである。
また、「地元に魅力を感じているダミー」を被説明変数として同様の分析も行った。 
表 2 二項ロジスティック回帰 
 
  B 標準誤差 Wald 自由度 有意確率 Exp(B) 
ステップ 1a 魅力を感じて
いるダミー 
1.609 0.572 7.919 1 0.005 5.000 
定数 -0.916 0.483 3.598 1 0.058 0.400 
 
表 3 「進学後 Uターン希望」への影響 
 
    西伊豆町におけるこれまでの ESD の取組 （実施団体名） 全体 西伊豆町 
A 
2 西豆を体験しよう （賀茂中） ○ × 
1
8 
職場体験実習 （松崎高校） × ○ 
3
0 
職場体験 （賀茂中） ○ ○ 
4
6 
西豆学合同発表会 （松崎高校） ○ ― 
4
8 
中高ジオパーク学習会 （松崎高校） × 投入されず 
B 
3 町探検、乗船体験（安良里～宇久須） （賀茂小２年） × × 
4 海岸清掃、アサリ復活プロジェクトに関する調べ （賀茂小４
年） 
○ × 
6 千年の森見学 （仁科小３年） × × 
7 クリスタルビーチで砂遊び （賀茂小１年） ○ ○ 
8 宇久須川上流での川遊び （賀茂小１年） × ○ 
9 ふるさと探し （賀茂小３年） × ○ 
1
3 
ジオ学習 （仁科小６年） × ― 
1
9 
櫓漕ぎ大会 （田子小） × ○ 
2
4 
企業（三角屋水産）見学 （仁科小５年） × ― 
2
5 
ふるさとの素晴らしさを探求し情報発信（CM) （賀茂小５年） ○ 参加者０ 
2
6 
ジオガガイド学習 （賀茂小５年） ○ 投入されず 
3
1 
調査体験学習 （賀茂中） ○ × 
3
2 
鮎釣り（自然クラブ） （仁科小） 投入されず 投入されず 
3
6 
安城岬公園の自然観察・植物採集（自然クラブ） （仁科小） ○ 投入されず 
3
7 
ふるさと（仁科・堂ヶ島・沢田）の宝探し （仁科小３年） ○ 投入されず 
3
8 
企業（佐野製麺）見学 （仁科小５年） 投入されず 投入されず 
3
9 
秋見つけ（ドングリ拾い） （賀茂小２年） × 投入されず 
4
0 
松の再生プロジェクトに関する調べ （賀茂小４年） 投入されず 投入されず 
4
1 
３校合同の伊豆半島ジオ学習 （仁科・田子・賀茂小） ○ ○ 
5
0 
ガラス工芸体験 （各小中学校） ○ 投入されず 
5
1 
総合的な学習（郷土学習） （賀茂小） × 投入されず 
C 
5 海の生き物の観察（浮島海岸） （自然と親しむ会） ○ ○ 
1
2 
海の生き物の観察（萩谷海岸） （自然と親しむ会） × 投入されず 
1
7 
小富士・幻の滝に挑戦して富士山を知る （自然と親しむ会） × 参加者０ 
2
9 
川の生き物の観察（那賀川（大沢）） （自然と親しむ会） × 参加者０ 
3
5 
海の生き物の観察（根合海岸） （自然と親しむ会） ○ ○ 
4
3 
天神社のスダジイ・音無川の観察（宮ケ原） （自然と親しむ
会） 
投入されず 投入されず 
4
5 
樹木と人間との関わり ジオ（安城岬） （自然と親しむ会） × 投入されず 
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D 
1
0 
天皇祭（子供太鼓） （安良里自治会） ○ ― 
1
1 
地区内清掃 （安良里自治会） × ― 
4 
屋台の太鼓、笛の練習 （田子南部連合区） ○ × 
2
0 
安良里夏祭り（盆踊り、浜施餓鬼） （安良里自治会） ○ × 
4
2 
多爾夜神社祭典（子供太鼓・猿舞） （安良里自治会） 投入されず 投入されず 
E 
1
5 
清掃活動（堂ヶ島火祭り） （まちづくり協議会） × ― 
1
6 
アカテガニ放仔観察会 （まちづくり協議会） × × 
2
1 
漁船ナイトサファリ （まちづくり協議会） ○ × 
2
2 
サンマ船見学会 （まちづくり協議会） 投入されず 投入されず 
4
4 
環境美化活動 （まちづくり協議会） 投入されず 投入されず 
9 
ふるさと安良里再発見 （まちづくり協議会） 投入されず 投入されず 
2
3 
まちおこし横丁夏祭り （まちづくり協議会） × × 
3 
子供会秋祭り支援 （まちづくり協議会） × ○ 
4
7 
黄金崎松の再生プロジェクト （まちづくり協議会） 投入されず 参加者０ 
5
2 
休耕田再生事業 （まちづくり協議会） 投入されず 参加者０ 
 
４－２．Uターンしたいと思う意識のまとめ・考察 
 分析結果から、地元に魅力を感じる意識と Uターン意識の関係について、住んでいる地区を魅
力的に思うほど Uターン意識が高まる傾向にあることがわかった。確かに、住んでいる地区を魅
力的に思っていれば、地元に戻りたいと思い、住んでいる地区を魅力的に思っていなければ、地
元に戻りたいとは思わないことは容易に想像できる。つまり、地元に魅力を感じる意識が高まれ
ば高まるほど、Uターン意識が高まるという妥当な結果を得ることができた。 
 次に、西伊豆町と松崎町の U ターン意識の比較について、西伊豆町に住んでいる生徒のほう
が、松崎町に住んでいる生徒よりも Uターン意識が高いことがわかった。また、地元に魅力を感
じる意識についても、西伊豆町に住んでいる生徒のほうが、松崎町に住んでいる生徒よりも地元
に魅力を感じる意識が高いことがわかった。 
ESD の取組を実施している西伊豆町に住んでいる生徒のほうが、U ターン意識・地元に魅力を
感じる意識が共に高いということから、ESD の取組を実施したことによって、U ターン意識・地
元に魅力を感じる意識が共に高まったと考えられる。つまり、ESD の取組には、U ターン意識及
び地元に魅力を感じる意識を高める力があるといえるだろう。 
 
４－３．Uターンしたいと思う理由のまとめ・考察 
 Uターンしたいと思う理由は、アンケート調査の結果から「その地区で仕事をしたいから」「生
まれ育ったふるさとだから」といった地元への愛着心があることと、「住環境が良いから」「そ
の地区の自然が好きだから」といった地元の環境（住環境・自然環境）を気に入っていることが
重要と考えられる。 
 反対に、Uターンしたいと思わない理由は、「希望する進学先の地域のほうが生活をする上で
便利そうだから」と「その地区に希望する就職先がないから」の２つが大きかった。「その地区
に希望する就職先がないから」と回答した生徒を対象にした「希望する職種をお答えください
（自由記述）」という質問には、デザイナーやゲームクリエイターなどのクリエイティブ系、情
報やプログラマー・エンジニアなどの IT 系、編集者、美容師、看護師などの記述があった。よ
って、これらの職種に地元でもなれる（地元の企業に就職、起業、フリーランス等）ことがわか
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れば、「住まないつもり」と回答する理由が 1つなくなることになり、U ターン者を増やすこと
ができると考えられる。 
このことから、新たに考えられる ESDの取組として、『合同企業説明会』を提案する。これは、
地元の各業界の企業が一堂に会し、松崎高校の生徒が、地元にはどんな企業があるのか一度に把
握することができ、地元への就職を促すことができるものである。この『合同企業説明会』をき
っかけに、都会にしかないと思い込んでいた職種が、地元にもあると知った場合、地元への就職
の可能性を高めることができるのではないだろうか。 
 
４－４．Uターンしたいと思う経緯のまとめ・考察 
 分析結果から、地元の自然を体験する取組よりも、“進路選択に影響を与える”または“地域
の歴史を知り、地域の人と接することができる”という“ねらい”を持った ESDの取組を体験す
ることが、U ターン意識にプラスの影響を与える傾向があることがわかった。よって、U ターン
意識を高めるためには、上記の“ねらい”を持った ESD の取組を重点的に実施するべきであると
考えられる。 
 ただ、西伊豆町における ESDの取組を振り返って見てみたところ、参加者からすると“受ける
だけ”の取組が多いのではないかと筆者は感じた。文部科学省のホームページに掲載されている
「現代社会の課題を自らの問題として捉え、身近なところから取り組む（think globally, act 
locally）」（文部科学省日本ユネスコ国内委員会 2013）という視点、とりわけ“取り組む”と
いう姿勢が重要なのではないかと筆者は考えているからだ。西伊豆町における ESD の取組の中
では、「4 海岸清掃、アサリ復活プロジェクトに関する調べ」、「25 ふるさとの素晴らしさを
探求し情報発信（CM)」、「37 ふるさと（仁科・堂ヶ島・沢田）の宝探し」、「40 松の再生プ
ロジェクトに関する調べ」、「44 環境美化活動」、「47 黄金崎松の再生プロジェクト」、「52 
休耕田再生事業」などの取組に、“取り組む”姿勢を強く感じることができる。実際、表 3の U
ターン意識への影響を見てみると、「40 松の再生プロジェクトに関する調べ」、「44 環境美化
活動」、「47 黄金崎松の再生プロジェクト」、「52 休耕田再生事業」は参加者が少なく、分析
に投入されなかったが、「4 海岸清掃、アサリ復活プロジェクトに関する調べ」、「25 ふるさ
との素晴らしさを探求し情報発信（CM)」、「37 ふるさと（仁科・堂ヶ島・沢田）の宝探し」は
すべて U ターン意識にプラスの影響を与えていることが確認できる。このことから、ESDの取組
において、“取り組む”という姿勢が重要であるといえるだろう。 
 そこで、地域の問題を行政と一緒に解決するために設立された「まちづくり協議会」を実施団
体とした、『まちづくり協議会の活動自体に参加する』という ESDの取組を提案する。この取組
であれば、主体性を持って地域の問題を行政と一緒に解決するという“取り組む”姿勢が強く感
じられる上に、地域の文化や歴史を残す活動をしていることから、“地域の歴史を知り、地域の
人と接することができる”という“ねらい”を持たせた ESDの取組として実施することが可能で
ある。この ESD の取組を体験した結果、Uターン意識を高め、U ターン者を増やすことにつなが
るのではないだろうか。 
 
５．結論 
 Uターン意識には、地元に魅力を感じる意識が高いことと、“進路選択に影響を与える”また
は“地域の歴史を知り、地域の人と接することができる”という“ねらい”を持った ESD の取組
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がプラスの影響を与えることがわかった。つまり、Uターン意識を高めるための ESDの取組には、
地元の魅力・進路選択・地域の歴史や人といったものが必要な要素となるということである。ま
た、地元に魅力を感じる意識と Uターン意識は正の相関関係があるため、地元に魅力を感じる意
識を高める ESD の取組が、間接的に Uターン意識を高めるということである。そのため、U ター
ン意識を高めるための ESD の取組には、地元に魅力を感じる意識を高めるための ESD の取組の
要素である地域の伝統・文化も必要な要素といえるだろう。 
このことから、筆者が考える西伊豆町が重点的に実施すべき ESDの取組は、A グループのよう
な進路選択に影響を与える取組及び、D グループ・E グループのような地域の伝統・文化・歴史
を知り、地域の人と接することができる取組である。そして、新たに考えられる ESD の取組は、
地元への就職を促すことができる『合同企業説明会』と、“取り組む”姿勢が強く感じられる上
に、地域の文化や歴史を残す活動をしている『まちづくり協議会の活動自体に参加する』の 2つ
を提案した。 
 最後に、ESDは持続可能な社会の担い手を育てる教育のことであり、その持続可能な社会の担
い手となりうる Uターン者を地域に増やすためには、進路選択または地元の魅力・伝統・文化・
歴史・人といった要素を持った ESD の取組を行うことが必要であることがわかった。以上のこと
から、持続可能な開発のための教育（ESD）に必要な要素は、「進路選択または地元の魅力・伝
統・文化・歴史・人」と結論付ける。 
 
【付記】 
 本稿は、2018 年度に提出した卒業論文の一部に加筆・修正を施したものである。卒業論文の
執筆にあたってご協力いただいた西伊豆町の地域の皆様や、ご指導いただいた阿部治先生に厚
く御礼申し上げます。 
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